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耶馬溪酪農組合員が集草作業



②

も
無
く
、
被
害
も
お
よ
そ
発
生
し
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
７
日
の
午
前
中
は
吹
き
返

し
の
風
が
強
く
、
ウ
ン
カ
被
害
の
水

稲
を
中
心
に
倒
伏
し
た
り
と
今
後
更

に
被
害
が
拡
大
し
て
い
く
事
も
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

農
業
は
自
然
と
の
共
生
で
す
が
、

苦
労
し
て
、
愛
情
込
め
て
、
時
間
を

か
け
て
育
て
た
作
物
が
一
瞬
に
し
て

ダ
メ
に
な
る
の
は
農
家
と
し
て
本
当

に
残
念
で
悲
し
い
事
で
す
。

　

無
事
に
収
穫
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
も

の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
で
大
変
な
中
、

安
倍
首
相
辞
意

　

農
業
は
自
然
と
の
共
生
で
す
が
、

や
は
り
災
害
や
被
害
に
あ
っ
た
時
に

頼
り
に
な
る
の
は
補
償
で
す
。

　

農
業
共
済
や
収
入
保
険
等
自
分
で

加
入
す
る
の
は
前
提
で
す
が
、
災
害

の
状
況
や
手
の
施
し
よ
う
が
な
い
被

害
な
ど
継
続
を
考
え
る
農
家
に
と
っ

て
国
の
援
助
は
そ
れ
を
大
き
く
左
右

す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、
農
畜
産
物
価
格

が
下
落
し
て
い
る
も
の
や
需
要
が
激

減
し
て
い
る
物
も
あ
り
、
農
業
の
継

続
を
ど
う
す
る
か
考
え
て
い
る
農
家

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
農
業
は
自
然
と
の
共
生
」
と

分
か
っ
て
は
い
ま
す
が

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
事
の
無
い

ウ
ン
カ
被
害

　

９
月
に
入
り
、
稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
時
期
は
台
風
の
発
生

も
多
く
、
災
害
や
農
作
物
被
害
の
発

生
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
は
台
風
だ

け
で
は
な
く
過
去
に
な
い
程
の
ウ
ン

カ
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
①
イ
ネ
の
み

に
寄
生
、
②
国
内
で
は
越
冬
出
来
な

い
、
③
梅
雨
時
期
の
６
〜
７
月
に
飛

来
の
生
態
が
あ
り
増
殖
率
が
高
い
た

め
、
飛
来
し
た
成
虫
の
第
２
世
代
以

降
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
生
息
密
度

が
低
い
時
や
若
い
稲
の
生
育
時
期
に

定
住
型
の
短
翅
型
が
高
い
確
率
で
出

現
し
増
殖
を
繰
り
返
し
、
増
殖
し
た

虫
が
稲
を
吸
汁
し
、
吸
汁
害
が
起
こ

り
、
坪
状
に
枯
れ
始
め
て
周
辺
部
へ

と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ウ
ン
カ
が
今
年
は
大
分
県
で

過
去
に
例
が
な
い
程
に
発
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
予
想
以
上

に
発
生
が
激
し
く
、
下
郷
地
域
で
も

至
る
所
、
多
く
の
圃
場
が
ウ
ン
カ
被

害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
コ
メ
の
価
格
は
、
主
食
用

の
作
付
け
が
減
っ
て
い
な
い
事
や
コ

ロ
ナ
禍
で
の
需
要
動
向
が
不
透
明
と

い
う
事
で
、
昨
年
に
比
べ
60
㎏
約

１
，
０
０
０
円
程
度
下
が
る
見
通
し

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

価
格
低
下
の
上
に
収
穫
量
も
少
な
い

と
い
う
状
況
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

台
風
10
号
が
追
い
打
ち

　

９
月
６
日
夕
方
か
ら
７
日
に
か
け
、

九
州
西
部
を
進
路
に
台
風
10
号
が
通

過
し
ま
し
た
。

　

最
悪
の
状
況
を
考
え
な
が
ら
台
風

の
通
過
を
注
視
し
ま
し
た
が
、
下
郷

地
域
は
思
っ
て
い
た
ほ
ど
の
風
や
雨

　

こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
で

大
変
な
状
況
の
中
、
安
倍
首
相
は
辞

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

体
調
の
悪
化
と
い
う
事
で
す
が
、

様
々
な
問
題
に
対
応
の
限
界
だ
っ
た

の
か
と
感
じ
ま
す
。

　

新
し
く
か
じ
取
り
を
任
さ
れ
た
菅

首
相
に
は
安
倍
政
権
の
継
承
だ
け
で

は
な
く
、
改
革
す
る
と
こ
ろ
は
改
革

し
て
真
に
国
民
に
期
待
さ
れ
る
政
府

と
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

下
郷
農
協
は
、
様
々
な
状
況
の
中

で
も
生
産
者
や
地
域
の
皆
様
に
お
役

に
立
て
る
存
在
と
し
て
ぶ
れ
る
こ
と

な
く
事
業
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

ウンカ被害の圃場（９月７日町内大島地区）
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９
月
19
日
（
土
）
10
時
か
ら
ゴ
キ

ブ
リ
退
治
に
よ
く
効
く
と
評
判
の

「
ホ
ウ
サ
ン
団
子
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

６
月
に
一
度
作
り
ま
し
た
が
長
梅

雨
の
影
響
で
カ
ビ
が
生
え
て
使
え
な

く
な
っ
た
会
員
さ
ん
が
多
く
再
度
作

る
事
に
し
ま
し
た
。

　

玉
ね
ぎ
を
す
り
お
ろ
し
、
ホ
ウ

インフルエンザ予防接種

10
月
17
日
（
土
）
10
時
か
ら
下
郷

農
協
第
一
会
議
室
に
て
「
ゴ
ミ
分
別

学
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

中
津
市
市
報
で
ゴ
ミ
分
別
が
よ
り

細
か
く
な
る
と
い
う
事
で
、
中
津
市

か
ら
講
師
を
招
き
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

疑
問
な
点
等
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で

質
問
し
て
ゴ
ミ
の
分
別
で
困
ら
な

い
よ
う
に
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ

う
！
！

　

地
域
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

下
郷
農
協
女
性
部
事
務
局　
　

５
６

－

２
６
３
０

酸
・
小
麦
粉
・
ヌ
カ
・
砂
糖
と
混
ぜ

合
わ
せ
る
だ
け
で
簡
単
に
出
来
上
が

り
ま
す
。

　

会
員
さ
ん
と
の
会
話
も
弾
み
「
楽

し
い
ね
〜
」
と
言
い
な
が
ら
団
子
作

り
を
し
ま
し
た
。

「
ゴ
ミ
分
別
学
習
会
」

の
お
知
ら
せ

下
郷
農
協
女
性
部

ホ
ウ
サ
ン
団
子
で
ゴ
キ
ブ
リ
退
治
!!

令和２年11月１日から
令和３年１月９日まで

ワクチン確保のため予約して下さい
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伝
統
文
化
継
承
に
貢
献

農
協
職
員
が
地
域
の
人
達
と
い
っ
し
ょ
に

　

９
月
22
日
に
下
郷
地
区
・

樋
山
路
集
落
の
二
瀬
天
満
宮

で
、
人
畜
の
守
護
や
厄
除

け
・
五
穀
豊
穣
を
願
う
中
津

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

祭
り
が
地
区
住
民
ら
で
つ
く

る
保
存
会
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
カ
ッ
パ
祭
（
樋

山
路
楽
）
で
太
鼓
を
担
当
し

て
い
る
の
が
牛
乳
加
工
部
で

働
く
原
口
彰
さ
ん
で
、
樋
山

路
楽
に
入
っ
て
４
年
目
に
な

り
昨
年
か
ら
太
鼓
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
殿
で
は
山
国
町

の
山
国
神
楽
社
の
神
楽
が
奉

納
さ
れ
、
指
導
販
売
部
で
働

く
財
津
栄
美
さ
ん
が
笛
や
鉦

を
奏
で
ま
し
た
。
笛
は
担
当

し
て
２
年
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

農
山
村
で
は
過
疎
・
高
齢

化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
に
よ
り
、
従
来
の
伝
統

文
化
を
継
承
す
る
担
い
手

（
人
々
・
組
織
）
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
農
業
（
産
業
）
に

携
わ
り
な
が
ら
地
域
独
自
の

民
俗
文
化
や
伝
統
を
保
全
・

維
持
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
ｙ
）

　

収
穫
の
秋
が
一
区
切
り
、
紅
葉
が
美

し
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
や
が

て
本
格
的
な
冬
が
到
来
し
ま
す
。
日
本

古
来
の
収
穫
祭
に
は
神
嘗
（
か
ん
な

め
）
祭
と
新
嘗
（
に
い
な
め
）
祭
が
あ

り
ま
す
。
神
嘗
祭
は
10
月
に
そ
の
年
の

初
穂
を
奉
納
す
る
神
事
。
新
嘗
祭
は
11

月
に
そ
の
年
の
新
穀
を
奉
納
す
る
神
事

で
、
現
在
は
勤
労
感
謝
の
日
に
な
っ
て

い
ま
す
。
本
来
は
こ
の
日
ま
で
新
米
を

食
べ
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
と
は
い
っ

て
も
近
頃
は
新
米
の
時
期
が
早
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
食
欲
の
秋
に
は
あ

ら
が
え
ま
せ
ん
ね
。

　

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
は
、

ド
ン
グ
リ
拾
い
も
こ
の
時
期
の
楽
し
み

の
一
つ
で
し
ょ
う
。
で
も
、
中
に
虫
が

い
る
こ
と
も
…
…
。
水
に
ド
ン
グ
リ
を

入
れ
て
浮
か
ん
で
き
た
ら
虫
が
い
る
、

沈
ん
だ
ら
虫
が
い
な
い
、
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
煮
沸
ま
た
は
冷
凍
し
て
、
そ

の
後
し
っ
か
り
乾
か
せ
ば
、
工
作
な
ど

の
遊
び
に
使
え
ま
す
。

　

紅
葉
狩
り
に
行
っ
た
ら
訪
れ
た
場
所

の
思
い
出
に
、
美
し
い
落
ち
葉
を
「
押

し
葉
」
に
し
ま
し
ょ
う
。
室
礼
飾
り
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
よ
。
こ
の
時
期

は
「
実
も
の
」
や
「
つ
る
も
の
」
の
植

物
を
生
け
る
と
風
情
が
出
ま
す
。
山
帰

来
（
さ
ん
き
ら
い
）
や
野
イ
バ
ラ
は
そ

の
ま
ま
ド
ラ
イ
に
す
る
と
長
持
ち
し
ま

す
。
収
穫
に
使
う
よ
う
な
籠
に
無
造
作

に
入
れ
て
も
絵
に
な
り
ま
す
ね
。
曲
線

を
描
く
よ
う
に
、
枝
を
好
き
な
方
向
に

絡
ま
せ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

下
に
は
落
ち
葉
や
木
の
実
を
散
ら
し

て
、
秋
の
風
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
「
吹

き
寄
せ
」
を
演
出
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

五
穀
豊
穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）

和
文
化
講
師
●
滝
井
ひ
か
る

季
節
の
室
礼
（
し
つ
ら
い
）

お囃子で笛を吹く財津さん

威勢よく太鼓を叩く原口さん
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あぐりレポート「営農の架け橋」

耶馬溪酪農組合
小池　悟さん

地域で営農に取り組まれている生産者を地域で営農に取り組まれている生産者を地域で営農に取り組まれている生産者を
取材させて頂き、こだわりや苦労話など、取材させて頂き、こだわりや苦労話など、取材させて頂き、こだわりや苦労話など、
現場の声を消費者へお届けします。現場の声を消費者へお届けします。現場の声を消費者へお届けします。

「土づくり、草づくり、牛づくり」を追求
　下郷農協から山国町に入って１ｋｍ先のカッ
パ橋を渡り、急な坂道を10分ほど上りつめると
台地が開けてきます。
　ここは1952年に長野県から27名の入植者が、
電気も水も無い山林をまさに裸一貫で開拓した
鎌城地区で、1955年から酪農が開始されたとこ
ろです。
　この地で酪農を営む小池悟さん（30歳）は３代目の後継者、耶馬溪牛乳を生産する
５名の耶馬溪酪農組合員の中でも一番若手の生産者で、乳牛等約60頭を飼育していま
す。
　８月下旬におじゃました時は、６月下旬２㌶に種まきした牧草（ソルゴー）の収穫
作業に追われていました。
　小池さんは、収穫した牧草をロールに巻いて約１ヵ月間発酵、３～４ヵ月分の粗飼
料として確保、11月には牛糞堆肥を施した牧草地に次の牧草（イタリアン）の種をま
いて翌年５月上旬に収穫、秋に稲作農家と提携して収穫する飼料稲と合わせほぼ一年
分の粗飼料を自家生産しています。
　搾乳作業は、毎朝６時30分からと夕方の６時30分を基本に一年365日欠かすことなく
行われ、自家生産の粗飼料、遺
伝子組み換えをしていない大豆
やトウモロコシ等の濃厚飼料を、
育成期間や健康状態を見ながら
きめ細かく与えていました。
　「今年は特に猛暑で乳質への
影響が心配だったので、ミスト
や換気扇、寒冷紗での日陰確保
など、コストは掛るが出来る限
り乳牛に無理をさせないように
した。」と話してくれました。 乳牛の健康状態に気を配りながら餌を与える小池悟さん
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第64回下郷農協まつり開催中止について
　11月8日（日）開催予定の第64

回下郷農協まつりは、新型コロナウ

イルス感染症拡大に伴い開催を中止

する事としました。

　関係者の皆様には何卒ご理解のほ

ど宜しくお願い致します。

人事異動
【退職】
　8月31日付けで、玉麻涼子（内部監査室長）が一身上の都合により退職しました。
　（９月１日付けで、立花康久指導販売部長が内部監査室長を兼務）
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理事会だより
　８月28日に第４回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内容の一部概要をお知らせし
ます。
報告事項：①人事異動に伴う体制等変更について
　　　　　②その他
第1号議案：7月決算承認の件
その他

・報告事項の人事異動に伴う体制等変更については、人事異動に伴い農協内部監査体制等を変更し
たことを報告しました。

・第1号議案の7月決算承認の件については、事業利益△4,739千円の計画に対し△1,963千円で
2,776千円の達成となりました。

  事業利益は計画対比で、収益部門のうち牛乳2,225千円・診療所1,401千円・食肉1,114千円・販売
1,001千円等が達成、惣菜1,053千円・共済835千円等が未達成となりました。

・その他の事項では、10月度一斉集落常会を10月28日（水）・29日（木）開催で計画、上期決算概
要や各部門からのお知らせの他、農協まつり中止に伴い授与が出来なくなった「敬老年金」につ
いて、常会時に支給する事としました。

集落常会開催のお知らせ
集落常会を下記の通り開催しますので、ご出席をお願いします。
開　催　日：2020年10月28日㈬・29日㈭
議　　　題：①2020年度上半期決算見込み（概要）について
　　　　　　②各部署からのお知らせについて
　　　　　　③その他
そ　の　他：第64回下郷農協まつり中止に伴い、常会時に該当者へ敬老年金支給を計画しています。
担当役職員：下表のとおり

・「鹿熊」「金吉中」「黒法師」の各集落については別途対応させて頂きます。
（注）農協の都合により、予告なく担当者の変更を行う場合があります。ご了承をお願いします。

開催日 集落名 担　　当　　者 開催日 集落名 担　　当　　者
理事および責任者 担当 理事および責任者 担当

10/28
（水）

津留・杉畑、随雲寺、蕨野 田尻理事・松岡 有馬

10/29
（木）

山 浦 組合長・桑野 秋吉
島 ・ 橋 本 玉麻理事・越尾 ・・・ 伊 福 鷹崎理事・矢﨑（愛） ・・・
大 久 保 横山（眞） ・・・ 鎌 城 越尾 石橋
奥 の 鶴 立花 ・・・ 江 渕 玉麻理事・藤田 ・・・
奥江・奥畑 金丸理事・藤田 ・・・ 一 ツ 戸 石川理事・立花 新貝
金 吉 上 石川理事・柳本 相良 貞 曽 柳本 中埜
内山・上の原 鷹崎理事・中島（享） 但馬 白 土 田尻理事・中島（真） 井上（郁）
床 波 組合長・玉麻（伸） 原口 両 畑 伊原理事・横山（眞） ・・・
行広・梶ヶ原 伊原理事・中島（真） 小河 山 移 金丸理事・中島（享） ・・・
和 泉 原 井上（菜） 古賀
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1　匂いマツタケ、味――。おいしいきのこで

す
２　日が暮れてすぐの頃
３　晴れた日にはかどりやすい家事
４　――油を付けて日本髪を整えた
５　世界遺産の一つ、――古道
９　千葉県にある市。大きな国際空港がありま

す
11　運動会の競技の一つ
12　配偶者のことです
13　徳川家の家紋に使われている植物
15　眠ったまま話します
18　ベンチもこれの一種
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（
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所
・
氏
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号

③　

下
郷
農
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へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
―
〇
四
三
一

　

大
分
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中
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耶
馬
溪
町　

大
字
大
島

　

二
一
五
―
四

　

下
郷
農
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企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

　

〇
九
七
九
―
五
六
―
二
八
八
九

＊
個
人
情
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は
他
者
へ
の
開
示
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切
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し
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ん
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み
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当
選
者
に
は
農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

先月号のこたえ　「メイゲツ」
当選者

北九州市八幡西区　山本　恵里 様

先月号のこたえ　⑤＋⑨＝14
当選者

耶馬溪町金吉　矢野　千恵美 様

ふれあいの店に応募箱を
設置しています。
たくさんのご応募

お待ちしています!!


